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の
楽
し
い
同
窓
会
は
始
ま
り
ま
し

た
。
数
十
分
の
歓
談
の
後
、
各
先

生
に
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
特

に
平
見
先
生
の
８５
歳
で
と
て
も
お

元
気
な
話
し
っ
ぷ
り
を
拝
見
し
、

感
動
致
し
ま
し
た
。
受
付
で
各
自

取
っ
て
頂
い
た
色
紙
の
カ
ラ
ー
診

断
を
行
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

（
山
桜
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
）
を
発
表
し
、
旧
姓

加
納
さ
ん
の
シ
ャ
ン
ソ
ン
を
聞
き
、

幹
事
が
閉
会
の
挨
拶
を
さ
せ
て
頂

き
、
２
時
間
の
同
窓
会
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
出
欠
の
お
返
事
時
に

お
答
え
頂
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
か
ら
も
立
派
な
社
会
人
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ

ん
な
に
立
派
な
姿
で
同
級
生
が
集

ま
れ
る
の
も
、
偏
に
大
手
前
中
高

で
厳
し
く
教
育
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
の
お
陰
だ
と
存
じ
ま
す
。

追
手
門
学
院
大
手
前
中
高
を
卒
業

し
た
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
２３
期
が

益
々
社
会
で
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
祈
り
つ
つ
、
２
年
後
の
同
窓
会

で
一
人
で
も
多
く
の
方
に
お
目
に

掛
か
れ
る
事
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

（
集
合
写
真
は
奥
田
一
臣
君
が
撮

影
）

松
本
記

責
任
が
重
く
の

し
か
か
る
年
代
と

な
っ
た
今
、
同
級

生
と
他
愛
も
な
い

四
方
山
話
を
し
、

ス
ト
レ
ス
を
解
消

し
ま
せ
ん
か
、
と

呼
び
か
け
、
１０
月

５
日
土
曜
日
帝
国

ホ
テ
ル
大
阪
ペ
ガ

サ
ス
の
間
に
於
い

て
平
見
先
生
、
大

村
先
生
、
田
中
先

生
、
森
先
生
、
山

本
先
生
、
原
田
先

生
に
ご
出
席
頂
き
、

同
窓
会
を
開
催
致

し
ま
し
た
。
司
会

の
橋
本
君
の
開
会

挨
拶
、
そ
し
て
大

村
先
生
の
「
乾
杯
」

の
声
と
と
も
に
カ

ー
テ
ン
が
オ
ー
プ

ン
し
、
美
し
い
夜

景
を
臨
み
な
が
ら

を
迎
え
よ
う
と
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

Ⅱ
ニ
ュ
ー
ロ
ラ
ブ
計
画
と
は

ニ
ュ
ー
ロ
ラ
ブ
計
画
は
１
９
９
０

年
に
ジ
ョ
ー
ジ
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

が
定
め
た
「
脳
研
究
１０
年
計
画

（D
ecade

of
the
B
rain

）」
に
基
づ

い
て
、米
航
空
宇
宙
局（N
A
SA

）が
米

国
立
公
衆
衛
生
院（N
IH

）と
協
力
し

て
計
画
し
た
も
の
で
あ
る
。
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
を
利
用
し
て
、宇
宙
環

Ⅰ
は
じ
め
に
　

平
成
１０
年
４
月
１
７
日
、ア
メ
リ
カ

東
部
時
間
の
午
後
２
時
１９
分
、そ
の
日

目
に
し
た
光
景
は
、私
に
と
っ
て
一
生

忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。「
１０
、

９
、
８
、
７
、
６
、
５
、
４
、
３
、
２
、
１
、

０
！
」。
ほ
ん
の
5
km
先
の
発
射
台
か

ら
、こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
、眩
し
い
く
ら
い
明
る
く
、限
り
な

く
透
明
で
、そ
し
て
も
の
す
ご
く
き
れ

い
な
オ
レ
ン
ジ
色
の
炎
と
、真

っ
白
な
煙
を
噴
出
し
な
が
ら

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
・
コ
ロ

ン
ビ
ア
号
が
、こ
れ
ま
た
あ
く

ま
で
も
真
っ
青
な
空
に
吸
い

込
ま
れ
る
よ
う
に
飛
び
出
す

姿
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ

と
が
出
来
た
の
だ
。

こ
こ
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

フ
ロ
リ
ダ
州
に
あ
る
ケ
ネ
デ
ィ

ー
・
ス
ペ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
内
の
、

関
係
者
専
用
の
打
ち
上
げ
観

察
場
で
あ
る
。
そ
し
て
、そ
の

瞬
間
、私
が
こ
れ
ま
で
約
３
年

間
関
わ
っ
て
き
た
ニ
ュ
ー
ロ

ラ
ブ
計
画
が
、ま
さ
に
大
詰
め

境
に
お
け
る
神
経
科
学
分
野
の
研
究

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、ア
メ
リ

カ
合
衆
国
、フ
ラ
ン
ス
、日
本
な
ど
の

６
カ
国
、８
つ
の
チ
ー
ム
が
、２６
テ
ー

マ
の
実
験
を
分
担
し
て
行
っ
た
。
日

本
か
ら
は
福
島
医
科
大
学
の
清
水
強

教
授
、名
古
屋
大
学
環
境
医
学
研
究

所
の
間
野
忠
明
教
授
、筑
波
大
学
医

学
部
の
吉
田

薫
教
授
、そ
し
て
私
、肥

塚
の
４
名
が
こ
れ
に
参
加
し
た
。
今

回
の
ニ
ュ
ー
ロ
ラ
ブ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

期
間
は
、１６
日
間
で
あ
っ
た
。

Ⅲ
実
験
の
概
要

ア
メ
リ
カ
で
は
す
で
に
、一
般
人

を
対
象
と
し
た
、「
宇
宙
体
験
ツ
ア
ー
」

の
募
集
が
始
ま
り
、我
々
一
般
人
が

宇
宙
に
行
く
こ
と
も
夢
物
語
で
は
な

く
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
宇
宙
旅
行

時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、避
け

て
は
通
れ
な
い
大
き
な
問
題
が
控
え

て
い
る
。
そ
れ
は
宇
宙
酔
い
と
呼
ば

れ
る
、乗
り
物
酔
い
に
よ
く
似
た
症

状
を
、宇
宙
飛
行
士
の
約
７０
%
が
経

験
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

宇
宙
酔
い
の
症
状
は
、吐
き
気
、嘔
吐
、

顔
面
蒼
白
、冷
汗
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

自
律
神
経
症
状
が
主
体
と
な
る
。
宇

宙
酔
い
に
罹
患
す
る
と
極
度
に
仕
事

の
能
率
が
低
下
し
、そ
の
後
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
遂
行
に
多
大
な
影
響
を
与

え
る
。
宇
宙
船
内
と
地
上
と
の
大
き

な
違
い
は
重
力
加
速
度
の
有
無
で
あ

１０
月
１２
日
、
ホ
テ
ル
ヒ
ル
ト

ン
に
て
開
催
。

東
京
か
ら
参
加
の
４
人
を
加

え
て
出
席
者
は
３５
人
。

私
た
ち
の
学
年
は
、
小
学
校

卒
業
時
（
昭
和
２３
年
）
の
名
簿

が
有
り
ま
せ
ん
。
前
年
の
１１
月

２７
日
に
、
紆
余
曲
折
を
経
て
校

名
が
追
手
門
学
院
に
な
っ
た
ば

か
り
な
の
で
、
ど
さ
く
さ
に
紛

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

３５
人
の
出
席
者
中
、
小
学
校

（
入
学
時
は
偕
行
社
学
院
）
を
出

て
い
る
人
が
２０
人
居
り
、
追
手

門
学
院
歌
と
共
に
「
…
聖
旨

台
旨
…
」
の
、
大
阪
偕
行
社
付

属
小
学
校
々
歌
も
歌
い
ま
す
。

加
齢
と
共
に
昔
を
懐
か
し
む
気

持
ち
が
増
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

次
回
か
ら
は
「
金
剛
石
」
も
歌

う
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
。

小
学
校
だ
け
の
人

も
、
高
校
だ
け
の
人

も
、
同
じ
時
代
を
生

き
た
思
い
で
繋
が
っ

て
い
ま
す
。
中
学
卒

業
以
来
初
め
て
参
加

の
人
も
、
小
学
校
６

年
で
転
校
し
て
以
来

の
人
も
、
会
え
ば
、

み
ー
ん
な
半
世
紀
を

一
気
に
タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
て
、
童
心
に

か
え
っ
て
し
ま
う
。

同
窓
会
っ
て
ホ
ン
ト

不
思
議
な
、
で
も
、

い
い
も
ん
で
す
ね
。

文
責

多
喜

晴
代

昭
和
１９
年
３
月
卒
業
の
我
々
も

全
員
７０
歳
の
古
稀
を
迎
え
た
。
今

年
６
月
の
ク
ラ
ス
会
の
時
に
、
こ

れ
を
記
念
し
て
、
み
ん
な
で
小
学

校
の
思
い
で
や
ら
、
最
近
考
え
て

い
る
事
等
何
で
も
良
い
か
ら
書
い

て
、
文
集
を
作
ろ
う
と
云
う
事
に

な
っ
た
。
早
速
、
現
在
連
絡
の
つ

く
級
友
３３
名
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、

何
と
２５
名
か
ら
原
稿
を
寄
せ
ら
れ

た
。
手
書
き
の
原
稿
は
編
集
委
員

の
方
で
ワ
ー
プ
ロ
で
打
ち
A
ー
４

用
紙
で
７５
頁
の
も
の
が
出
来
上
が

っ
た
。
当
時
の
児
童
手
帳
か
ら
、

校
歌
・
校
訓
・
児
童
心
得
・
学
校

規
則
を
収
録
、
ま
た
、
当
時
の
国

定
教
科
書
（
１
年
生
用
）
か
ら

『
サ
イ
タ
サ
イ
タ
、
サ
ク
ラ
ガ
サ
イ

タ
』
の
項
も
コ
ピ
ー
し
て
取
り
入

れ
た
。

４
年
生
の
時
に
戦
争
が
始
ま
り
、

そ
れ
か
ら
は
各
地
域
毎
に
、
集
団
登

下
校
を
す
る
様
に
な
っ
た
の
だ
が
、

市
電
の
大
手
前
停
留
所
で
、
５
年
・

４
年
・
３
年
・
２
年
・
１
年
の
順
で

最
後
尾
に
つ
い
た
６
年
生
の
号
令
で

整
然
と
大
手
前
公
園
を
行
進
し
た
も

の
だ
。
途
中
、
将
校
に
出
会
う
と
、

『
歩
調
ト
レ
、
頭
（
カ
シ
ラ
）
右
！
』

で
敬
礼
を
し
て
い
た
の
も
懐
か
し
い

思
い
で
で
あ
る
。

此
の
文
集
を
、
母
校
に
贈
呈
、

１０
月
に
伊
勢
田
校
長
に
お
手
渡
し

し
た
。

文
集
発
行
記
念
ク
ラ
ス
会
は
９
月

２８
日
、
木
曽
路
（
心
斎
橋
店
）
で
開

き
、
出
来
上
が
っ
た
文
集
を
見
な
が

ら
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
在
学

中
、
毎
日
の
宿
題
の
書
取
り
の
苦
し

か
っ
た
事
、
し
か
し
池
田
先
生
の
こ

の
”
し
ご
き
“
の
お
陰
で
漢
字
を
よ

く
覚
え
た
だ
け
で
な
く
、
文
章
の
理

解
力
も
向
上
し
た
と
全
員
一
致
し
て
、

改
め
て
先
生
に
感
謝
を
し
て
い
た
次

第
で
あ
る
。

卒
業
し
て
５８
年
た
っ
た
今
も
、

毎
年
ク
ラ
ス
会
を
開
き
、
み
ん
な

仲
良
く
し
て
い
ら
れ
る
の
も
、
良

い
学
校
、
良
い
先
生
、
良
い
友
達

に
恵
ま
れ
、
本
当
に
幸
せ
だ
と
あ

ら
た
め
て
感
謝
の
念
を
新
に
し
て

い
る
　
　
　
　
　
（
大
西
義
夫
記
）

参
加
者

西
本
慶
之

加
藤
尚
也

米
島
　
忍

竹
中
増
雄

山
本
晴
義

藤
本
　
博

藤
本
典
秀

古
川
滋
郎

三
田
　
裕

佐
々
木
成
之
進

合
計
十
名

本
年
は
東
急
ホ
テ
ル
か
ら

新
阪
急
ホ
テ
ル
に
変
更
し

て
例
年
通
り
六
月
第
二
土

曜
日
の
八
日
に
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

約
二
時
間
に
わ
た
り
学
校

時
代
の
思
い
出
を
語
り
あ

い
来
年
に
向
け
て
健
康
で

の
再
会
を
約
し
楽
し
く
終

了
い
た
し
ま
し
た
。

以
上

佐
々
木
成
之
進

去
る
７
月
７
日
（
日
）
正
午
よ

り
、
大
丸
梅
田
店
１４
階
の
中
国
料

理
店
「
雲
林
」
に
於
い
て
、
第
５

回
目
の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
た
。

今
回
は
案
内
状
の
遅
れ
も
あ
っ

て
、
総
員
４０
名
の
内
で
多
数
の
欠

席
が
あ
り
、
健
在
者
の
約
半
数
の

８
名
の
出
席
で
行
わ
れ
た
。

食
事
を
共
に
し
な
が
ら
和
気
ア

イ
ア
イ
の
中
で
、
楽
し
い
雑
談
の

あ
と
、
一
人
づ
つ
近
況
報

告
を
行
っ
た
が
、
皆
ん
な

元
気
な
前
向
き
の
話
が
多

く
、
健
康
談
義
よ
り
も
、

活
力
あ
る
人
生
観
に
花
が

咲
き
、
有
意
義
な
ひ
と
時

で
あ
っ
た
。

次
回
に
は
必
ず
出
席
す

る
と
い
う
５
名
の
報
告
が

あ
り
、
来
年
度
の
盛
会
を

約
し
、
再
会
を
楽
し
み
に

時
間
オ
ー
バ
ー
に
な
り
な

が
ら
散
会
と
な
っ
た
。

写
真
は
、
後
列
右
よ
り

額
田
、
松
島
、
石
川
、
中

島
、
弥
谷
、
前
列
右
よ
り

斎
藤
、
柳
、
長
谷
川
の
各

君
。

（
文
責
　
弥
谷
）

小
80
、大
中
２３
期
　
肥
塚
　
泉
　
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
教
授
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る
。
こ
の
重
力
加
速
度
の
受
容
は
、内

耳
に
三
半
規
管
と
と
も
に
存
在
す
る
、

耳
石
器
と
呼
ば
れ
る
部
分
に
よ
り
行

わ
れ
て
い
る
。
地
上
で
は
頭
部
の
運

動
に
よ
り
、耳
石
器
と
三
半
規
管
の

両
者
が
刺
激
を
受
け
る
が
、宇
宙
空

間
で
は
重
力
加
速
度
が
欠
如
す
る
た

め
に
、耳
石
器
か
ら
の
情
報
の
一
部

が
欠
落
す
る
。
こ
の
状
態
を
、耳
石
器

と
三
半
規
管
と
の
間
の
「
感
覚
混
乱
」

と
呼
ぶ
。
無
重
力
下
で
は
さ
ら
に
、足

底
や
関
節
か
ら
の
、体
性
感
覚
と
呼

ば
れ
る
体
の
空
間
に
お
け
る
位
置
を

知
る
上
で
重
要
な
情
報
も
減
少
す
る

た
め
、地
上
で
生
じ
る
感
覚
混
乱
よ

り
も
さ
ら
に
複
雑
な
混
乱
が
生
じ
る
。

こ
の
混
乱
が
宇
宙
酔
い
発
症
に
重
要

な
役
割
を
演
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
今
回
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

こ
の
仮
説
を
証
明
す
る
こ
と
を
目
的

に
、宇
宙
飛
行
士
た
ち
４
名
を
被
験

者
と
し
て
、耳
石
器
と
三
半
規
管
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
、

無
重
力
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
た
。
今
回
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

上
で
の
実
験
に
よ
り
、宇
宙
酔
い
発

症
の
予
防
法
、そ
の
治
療
法
を
考
案

す
る
上
で
、有
益
な
デ
ー
タ
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。
近
未
来
に
待
ち
構

え
て
い
る
宇
宙
旅
行
ツ
ア
ー
は
、き

っ
と
宇
宙
酔
い
の
な
い
、快
適
な
も

の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

ヒューストンのNASAミッションコントロールセンターにて


